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（参考）「成果を上げるマネジメント」（交通安全分野）の導入

限られた予算の中、交通事故対策への投資効率を最大限高めるため、「成果を上げるマネジメント」を交通安全分野に導入。

【「成果を上げるマネジメント」の流れ】

○事故の危険性が高い特定の

区間を明確化

（事故データ、地域の声等）

※事故危険区間リストを公表

○事故原因に即した効果の高い

対策を立案・公表

対策に着手

完了後の効果を評価
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【交通事故の発生は特定の箇所に集中】

【事故要因に即した対策の立案（イメージ）】
対向の右折と直進
が離れており視認
性が悪い。

信号待ちをしている車両に高
速走行して来た車両が急ﾌﾞﾚｰ
ｷをかけるが、間に合わず追突

・右折ﾚｰﾝを正対させ視認性の向上を図る

・減速の路面標示 ・注意喚起看板の設置

対策の立案（例）

対策実施（例）

※静岡県内の国道・県道・政令市管理道路における4年間（H17～H20)の事故データから作成
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■：事故率100以上
■：事故率100未満

全体の３４％の区間に
死傷事故の７６％が集中
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